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１．はじめに 

 

■設立主旨 

 低炭素建築実現のためには、「熱負荷の抑制」、「自然エネルギー利用」、「機器の高効率化」等の省

エネルギー施策に加えて、「ライフサイクルエネルギーマネジメントの実施」が不可欠であることが

認識されてきた。本委員会は、国土交通省で開発された LCEM ツールを用いたライフサイクルエ

ネルギーマネジメントの実施をより実効あるものとすることを目的として設立する。また、そのた

めに必要な LCEM ツールの整備、機能拡張も行うことで設立した。 

 

■活動内容 

下記の内容を活動項目とするが、22 年度から 23 年度に継続する作業のため本年度は途中経過も含

めた報告とする。 

１． LCEM ツールの整備 

機器性能調査と評価、オブジェクトの評価、LCEM 検証結果の確認 

２． LCEM ツールの機能拡張、新しいエネルギーシステムや機器への対応検討、機能の拡張（外皮

等） 

３．空調システムの容量選定のための熱負荷計算見直し検討委員会との連携 

 

 

■体制（敬称略・五十音順） 

◎委員会： 

委員長  奥宮正哉（名古屋大学） 

委 員  今成岳人（東京ガス） 

小川聡嗣（東邦ガス） 

加藤伯彦（中部電力）《村西良司（中部電力）を途中で引継ぎ》 

小林謙吾（名古屋市） 

    佐藤正章（鹿島建設） 

田中英紀（中部大学）※WG２主査 

田中雅人（大阪ガス） 

時田繁 （公共建築協会） 

    西村英樹（東京電力） 

丹羽英治（日建設計総合研究所）※WG３主査 

    野村 修（建築保全センター） 

    濱根潤也（関西電力） 

松縄 堅（日建設計） 

水谷国男（東京工芸大学）※WG１主査 

    三ッ木浩剛（国土交通省） 

    柳井 崇（日本設計） 

    吉村孝信（東京都） 

事務局  杉原義文（日建設計総合研究所）・小池万里（同左）・関 崇博（公共建築協会） 

 
◎部会 
  部会長  奥宮正哉（名古屋大学） 
 幹 事  丹羽英治（日建設計総合研究所） 
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委 員  今成岳人（東京ガス） 

小川聡嗣（東邦ガス） 

   神鳥博俊（国土交通省） 

      杉原義文（日建設計総合研究所） 

      田中英紀（中部大学） 

      田中雅人（大阪ガス） 

時田 繁（公共建築協会） 

      西村英樹（東京電力） 

      濱根潤也（関西電力） 

水谷国男（東京工芸大学） 

      三ッ木浩剛（国土交通省） 

      村西良司（中部電力） 

尹  奎英（名古屋市立大学） 

渡邊 剛（ＮＴＴﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ） 
事務局  杉原義文（日建設計総合研究所）・小池万里（同左）・関 崇博（公共建築協会） 

 
◎作業部会 
データ整備 WG（WG１） →機器性能データの調査機能を担う 

主 査  水谷国男（東京工芸大学） 

幹 事  杉原義文（日建設計総合研究所） 

委 員  何原一平（三建設備工業）《途中で WG２から移動》 

今成岳人（東京ガス） 

岡崎徳臣（新日本空調） 

鹿又一秀（ダイダン） 

上谷勝洋（東洋熱工業） 

時田 繁（公共建築協会） 

三ッ木浩剛（国土交通省） 

       宮下俊之（東京電力） 

  ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ 鈴木和佳（国土交通省） 

 

ツール整備 WG（WG２）  →LCEM ツールオブジェクトの評価機能を担う 

主 査  田中英紀（中部大学） 

幹 事  渡邊 剛（ＮＴＴﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ） 

委 員  何原一平（三建設備工業）《途中で WG１に移動》 

    神鳥博俊（国土交通省） 

    木村健太郎（高砂熱学工業） 

菰田英晴（鹿島建設） 

    佐藤孝輔（日建設計） 

    菅長正光（菅長一級建築士事務所） 

田口雄一郎（関西電力） 

    千葉理恵（トーエネック） 

    時田 繁（公共建築協会） 

長井達夫（東京理科大学） 

丹羽英治（日建設計総合研究所） 

    松原為敏（大阪ガス）《今成岳人（東京ガス）を途中で引継ぎ》 
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三浦克弘（鹿島建設） 

宮島裕二（日立ﾌﾟﾗﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞ） 

吉永美香（名城大学） 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ 篠田拓也（名古屋大学）・鈴木和佳（国土交通省） 

 

LCEM 実施支援 WG（WG３）    →LCEM の検証結果等の評価機能を担う 

主 査  丹羽英治（日建設計総合研究所） 

幹 事  尹  奎英（名古屋市立大学） 

委 員  井上 聡（中部電力） 

小川聡嗣（東邦ガス） 

小池万里（日建設計総合研究所） 

小林謙吾（名古屋市） 

小林輝雄（国土交通省） 

坂井友香（名古屋大学） 

    柴田克彦（高砂熱学工業） 

    高井裕紀（三機工業） 

    時田 繁（公共建築協会） 

中井一夫（トーエネック） 

    林 立也（日建設計総合研究所） 

    柳井 崇（日本設計） 

    渡邊 剛（ＮＴＴﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ） 

  ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ 塩地純夫（ダイキン）・鈴木和佳（国土交通省） 

 

事務局（WG 共通） 

杉原義文（日建設計総合研究所）・小池万里（同左）・関 崇博（公共建築協会） 

 


